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」じ保育園は、上田市の北方、太郎山ろくの静かな環境の住宅地にあります。

昭和42年、 私立であったみひかり保育園の市移管にともない、園児数 154名で開園しましたが、年

年住宅が増え現在 188名の園児が寒風に負けず、雪の日の雪夕、ルマ作り、雪合戦に、また、古く か

らの遊び、あやとり、お手玉、こままわしにと歓声をあげています。

園児は、全員が元気に徒歩通園 立春も過ぎ道端の雪どけの下からのぞく草木の芽ぶきを敏感に

気づくなど、自然の移り変りの中から、ものことにすな主に感動する心をやし なっている今 日このご

ろ です。(北保育園長)

主な内容

災害め規模を想定し、 地域防災計画を策定 i _ 
i ..................主~~ーン

避難場所に公共施設51か所を指定 J -
同和教育特集 1 

ト......3・4・7・8ページ
市内1，000企業へのアンケート調査結果 j

災害発生時の避難場所、同飲料水供給場所一覧…………… 5ページ

所得税、贈与税の申告 3月15日ま でに税務署へ…………… 6ページ

自分の土地・建物の課税台帳を見ておこう (3月1日-3月20日)9ページ
ツベルク リン反応と BCG接種................................-10ページ

健康講庵 2月28日、市民会館・・..................................10ページ

市民と市長の日
「市民と市長め日」を 3月1日附午前
9時から午後4時まで、市役所3階市
長室で行し、ます。お気軽におでかけ〈
fニーさい

e一一一一一一一一一一一一一一一一
農地問題相談日

農地の問題で悩んでいる皆さん、 3
月1日附午前8時30分から、午後5時
まで、市役所2階民業委員会事務局で
「農地問題相談」を行L、ますのでおA
軽におでかけ くたさい。



災
害
の
規
模
を
想
定
し

増
減
鞠
仲
間
災
封
轟
差
策
出
品

避
難
場
所
に
公
共
施
設
日
か
所
を
指
定

だ 昭和53年 2 月 16 日一一一一~2}ー

市
は
、
市
長
を
は
じ
め
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
、
学
識
経
験
者
な
ど
四
十
名
か
ら
な
る
「
上
田
市
防
災
会
議
」
を
発

足
さ
せ
「
上
田
市
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
今
ま
で
に
発
生
し
た
水
害
、
大
火
、
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
発
生
が
予
想
さ
れ
る
災
害
規
模
を
想
定

し
、
そ
の
予
防
と
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
安
全
を
図
る
た
め
の
避
難
場
所
や
飲
料
水
供
給
場
所
な
ど
を
決
め
る
と
と

も
に
、
災
害
対
策
組
織
を
編
成
し
て
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
す
み
や
か
に
応
急
対
策
や
復
旧
を
行
う
総

合
防
災
計
画
で
す
。

(
避
難
場
所
、
飲
料
水
供
給
場
所
は
、
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
よ

え

水
防
・
救
助
な
ど

各
種
訓
練
を
計
画
的
に
実
施

'】報

災

害
想
定
規
模
は
、
水
害
の
場
合
、

広
昭
和
二
十
四
年
襲
来
し
た
キ
テ
イ
台
風

一
な
ど
か
ら
、
被
害
世
帯
八
百
余
世
帯
、

一
権
災
(
り
さ
い
)
人
員
二
千
八
百
余
人

舗

を

想

定

。
火
災
は
、
享
保
十
五
年
の
大

槻
火
な
ど
か
ら
、
住
宅
被
害
二
百
七
十
余

話

棟

、

被

害

面

積

0
・

Z
一
回
を
想
定
。

削
船
地
一
漢
は
、
大
正
元
年
の
マ
グ
ニ
チ
ユ
|

一
ド
五
・
七
の
地
震
な
ど
か
ら
、
倒
壊
戸

一
数
五
千
九
百
余
棟
、
出
火
件
数
六
十
件

一
を
想
定
し
ま
し
た
。

一
こ
の
想
定
か
ら
、
市
は
、

災
害
対
策

号
基
本
法
、
上
田
市
防
災
会
議
条
例
な
ど

引

に

基

づ

き

、
営
林
署
な
ど
の
指
定
行
政

n
，e 第
機
関
、
中
部
電
力
側
な
ど
の
指
定
公
共

戸
機
関
、
県
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
な
ど

; 1号ー

の
協
力
を
得
て
、
住
民
の
生
命
や
財
産

な
ど
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
防
災
体

制
を
つ
く
り
、
防
災
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

防
災
計
画
で
は
、
千
曲
川
を
は
じ
め

市
内
を
流
れ
る
四
十
四
河
川
、
百
四
十

二
か
所
の
た
め
池
な
ど
の
調
査
点
検
や

水
防
資
材
の
備
蓄
を
行
い
な
が
ら
、
危

険
か
所
の
改
修
を
計
画
的
に
行
う
ほ
か

保
安
林
の
指
定
を
行
う
な
ど
造
林
、
治

山
に
も
力
を
注
ぎ
山
地
崩
壊
の
防
止
な

ど
を
積
極
的
に
図
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
「
地
域
防
災
計
画
の
概
要
」

や
災
害
時
の
避
難
の
方
法
や
場
所
、
非

常
食
糧
口
問
、
身
の
回
り
ロ
聞
の
準
備
な
ど

防
災
や
災
害
時
の
知
識
の
徹
底
普
及
を

ら

を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
防
災
組
織
や
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
、
水
防
・
消
防
・
災
害

救
助
な
ど
の
訓
練
や
住
民
の
参
加
協
力

を
得
て
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど

い
ざ
災
害
発
生
の
と
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
各
機
関
が
連
携
を
密
に

し
て
迅
速
に
応
急
対
策
が
で
き
る
よ
う

防
災
訓
練
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。
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災
害
発
生
時
の
応
急
対
策
と
し
て
は

市
の
各
部
課
を
は
じ
め
、
県
な
ど
の
関

係
機
関
、
近
隣
市
町
村
、
自
衛
隊
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
救
助
、
道
路
施
設
な

ど
の
確
保
、
情
報
通
信
、
災
害
状
況
の

は
握
な
ど
を
全
力
を
あ
げ
て
行
う
と
と

も
に
、
住
民
の
安
全
を
図
る
た
め
、
避

難
通
報
を
す
み
や
か
に
自
治
会
長
に
伝

達
、
自
治
会
組
織
を
活
用
し
て
住
民
に

連
絡
し
、
避
難
場
所
へ
の
避
難
誘
導
を

行
い
ま
す
。

避
難
場
所
は
、
各
自
治
会
ご
と
に
避

難
す
る
場
所

(
市
内
五
十
一
か
所
)
を

指
定
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
全
員

で
確
認
し
て
お
き
、
い
ざ
災
害
発
生
の

時
は
、
あ
わ
て
ず
に
誘
導
に
し
た
が
い

指
定
さ
れ
た
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ

神畑の信号機から東塩田郵便局まで
車両通行禁止2月10日'"'-'9月10日まで

県道上回塩回線の一部、神畑の信号機から東塩田郵便局ま

での聞が、「尾根川の改修工事」のため r2月10日から 9月10

日までJ 車両全面通行禁止になりましたので、車を利用され

る皆さんはご注意ください。

くお問合せ〉

上田建設事務所管理計画課管理係 (ft@1260)

昨年暮れから、新年にかけて繁華街をi
中心lこ不審火による火災が多発し、警察1

1畑桁っている段階です。市民の皆l
さんも家め周囲に燃えやすい物を置かな』

いなと・不審火にじゅうぶん注意するとと l

|火の元の点検をしっかりと

l 不審火に も注意しよう

て
の
ほ
か
、
た
き
出
し
の
場
所
、
飲

料
水
の
確
保
、
生
活
必
需
品
の
供
給
、

医
療
や
住
宅
対
策
な
ど
も
迅
速
に
対
処

で
き
る
よ
う
、
こ
ま
か
な
計
画
を
組
み

こ
ん
で
あ
り
ま
す
。

春の全国火災予防運動

<2月28日'"'-'3月13日〉

もに、家庭や事業所などでも火の元にじ

ゆっぷん注意して、市内から火災をなくヒよぅ。
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社会の日
く市内企業へのアンケ-ト調査結果〉

く上田市同和対策事業推進委員会¥
職域教育部会 / 

同
和
教
育
を

理
解
し
て
い
る
企
業

m
%

〈
積
極
的
に
企
業
同
和
教
育
を
進
め
よ
う
〉

上
田
市
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会
職
域
教
育
部
会
で
は
、
市
内
の
一
千
事

業
所
を
対
象
に
し
て
「
企
業
同
和
教
育
」
に
関
す
る
事
業
主
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
企
業
同
和
教
育
の
実
践
歳
月
が
浅
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
事
業

主
の
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解
は
、
き
わ
め
て
低
く
、
企
業
内
の
従
業
員
を
対

象
に
同
和
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
一
三
%
程
度
で
、
今
後
、
実
施
す

る
計
画
の
あ
る
企
業
を
合
せ
て
も
わ
ず
か
二
九
%
と
い
う
現
状
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
企
業
の
発
展
を
図
り
な
が
ら
「
差
別
の
な
い
、
明
る
い
職

場
づ
く
り
」
を
進
め
て
行
く
必
要
性
が
わ
か
り
、
今
後
、
よ
り
い
っ
そ
う
企
業

同
和
教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公

表
し
、
各
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、
同
和
教
育
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ

き
、
良
く
理
解
し
た
う
え
で
「
企
業
同
和
教
育
」
に
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

企
業
同
和
教
育
に

関
心
を
も
と
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
資
票
の
回
収
状
況
で

は

(
図

1
)
、
回
答
の
な
い
企
業
が
五

九
%
に
お
よ
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
立
凡
な
ど

か
ら
総
ム
門
的
に
与
え
る
と
、
大
部
分
の

企
業
が
無
関
心
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

調
を
の
実
施
時
期
が
円
高
に
よ
る
企
業

の
経
済
危
機
に
直
面
し
た
こ
と
、
企
業

に
対
す
る
同
和
教
育
の
歳
月
が
浅
い
こ

と
な
ど
が
、
王
な
原
因
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

回
答
率
は
、
従
業
員
数
に
比
例
し
て

「
従
業
員
数
二
十
人
以
上
の
企
業
」
が

も

っ
と
も
高
い
数
値
を
示
し
ま
し
た
が

こ
れ
は
、
同
和
教
育
の
各
穐
研
修
が
、

こ
れ
ま
で
従
業
員
数
二
十
名
以
上
の
企

業
を
、モ
休
と
し
て
い
た
結
果
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
同
和
教
育

は
、
小
規
模
企
業
に
重
点
を
お
く
必
要

性
が
わ
か
り
ま
し
た
。

アンケート調査票の回収状況(図 I) 

企業規模別アンケート

発送数
企業規模別アンケー卜

回収数

問 1.企業同和教育の必要性
がありますか

(図



Tゴ 昭和53if2 Jl16日ー一一ーーベ・Lー一

同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
し
よ
う

「問
l
」
(
図

2
)

同
和
教
育
に
対
す
る
事
業
主
の
意
識

調
貨
で
は
、
同
和
教
育
め
「
必
要
性
が

あ
る
」
と
答
え
た
企
業
が
過
半
数
を
こ

え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
「
無
関
心
」

「
寝
た
子
を
起
す
な
」
と
い
う
考
え
方

で
、
同
和
教
刊
の
「
必
要
性
が
な
い
」

と
し
て
同
和
教
育
問
題
を
誤
っ
て
理
解

し
て
い
る
企
業
も
か
な
り
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
同
和
教
育
を
積
極
的
に

進
め
て
行
く
必
要
性
が
わ
か
り
ま
し
た
。

えつ

都慈.;(別l本
穿;t.tf，改〉杉夫?去るうぼう

61号ー

二日木
矢沢

縁
故
採
用
はや
め
よ
う

「問

2
」
(
図
3
)

従
業
員
の
採
用
は
、
主
に
公
共
職
業

安
定
所
や
新
聞
公
募
な
ど
に
よ
っ
て
公

平
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
縁
故
採
用

も
か
な
り
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
就
職
の
機
会
均
等

を
侵
す
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、

こ
の
絶
滅
を
図
る
こ
と
が
同
和
問
題
を

解
決
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
大
切
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

就
職
の機
会
均
等
を
は
か
ろ
う

「問

3
」
(
図

4
)

就
職
の
機
会
均
等
に
つ
い
て
は
、
特

に
配
慮
し
て
い
る
企
業
は
、
き
わ
め
て

少
数
で
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
「
戸
籍

謄
抄
本
の
提
出
を
廃
止
し
た
」
「
作
文

私
の
父
母
に
つ
い
て
の
提
出
を
廃
止
し

た
」
な
ど
、
具
体
的
に
改
善
処
置
を
図

っ
た
企
業
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

企
業
に
は
、
求
人
に
あ
た
っ
て
次
の

よ
う
な
配
慮
が
望
ま
れ
ま
す
。

ー
、
家
庭
(
身
元
)
調
査
は
実
施
し
な

2
、
作
文
「
私
の
お
い
た
ち
」
「
私
の

家
庭
」
な
ど
、
家
庭
の
内
部
に
わ
た

る
課
題
は
出
題
し
な
い
。

3
、
思
想
信
条
、
宗
教
、
家
族
の
職

業
、
収
入
、
住
宅
の
状
況
な
ど
身
辺

の
内
情
に
つ
い
て
は
質
問
し
な
い
。

上
田
市
企
業
同
和
教
育

推
進
連
絡
協
議
会
へ

加
入
し
よ
う

「問

4
」
(
図

5
)

会
の
啓
発
と
実
態
調
査
を
ね
ら
い
質

問
し
ま
し
た
が
、
会
の
設
立
趣
旨
が
じ

ゅ
う
ぶ
ん
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
魅
力
あ
る
会
の
運

営
と
、
趣
旨
の
普
及
、
加
入
促
進
な
ど

を
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

企
業
ぐ
る
み
の

推
進
体
制
を
つ
く
ろ
う

「問

5
」
(
図
6
)

企
業
内
の
同
和
教
育
担
当
係
、
組
織

の
現
況
調
査
で
は
「
あ
る
」
と
答
え
た

企
業
は
き
わ
め
て
す
く
な
く
、
同
和
教

育
の
推
進
体
制
の
立
ち
遅
れ
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

同
和
教
育
の
進
展
を
図
る
に
は
、
企

業
内
の
係
、
組
織
の
充
実
が
必
要
で
す

の
で
、
こ
の
希
要
な
拠
点
的
拡
売
を
図

る
た
め
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
努
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

-下

-手

井寺

手

問2.従業員の採用をどのよ
うにしていますか

問3.就職の機会均等につい
て特に配慮したことが
ありますか

問4.上田市企業同和教育推
進連絡協議会に加入し
ていますか

3 ) (図4 ) (図5 ) (図
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災害発生時の避難場所一覧表

施 設 名 所在地 自 r台 ぷZ〉三、 名 施 設 名 所在地 自 治 ぷz芯z 名

1 信 州大 学 踏 入 泉町・踏入・上常田 27 畑山 公会堂 畑 山 畑山

2 東 小 学校 材木町 材中常木町国・・下染常屋国・北常国 28 岩門公会堂 石山 門 岩門

3 第 一中学校 材木町 宕海野町町・鍛・横治町町・・ 馬田場町町・袋・愛町 29 笹井公会堂 笹 井 笹井

4 染 谷丘高校 上川原柳町 上上鍛川原治柳町町・山・下口川・蛇原柳沢町 30 豊殿 小 学校 下 第F 下森 郷漆・小井宮図・大白木
戸・ の上・矢沢

5 北小 学校 新 回 新町田・上・上紺房屋町山・下房山・柳 31 長入公会堂 長 入 長入

6 第三 中 学校 新 回 下北紺・屋新町屋 ・緑が丘 ・緑が丘 32 中 吉 田公 会堂 中 吉 田 中吉田

7 清明小 学校 大手町 原町・丸堀・木町 33 町 吉 田公 会堂 町 吉 田 町吉田

8 上田 高校(二 中) 大手町 松広尾町町・鷹匠町・本町・末 34 下之郷 公会堂 下吉 田 下吉田

9 市 民会館 大手町 大手町・北大手 35 林之郷公会堂 林之郷 林之郷

10 市民体育 館 常磐 城 諏西訪脇部・鎌原・新町・生塚 36 赤坂公会堂 赤 坂 赤坂

11 西 小 学校 西 脇 常磐町・緑が丘西・城北 37 岩清水公会堂 岩清水 岩清水

12 専 売 公社 南天神町 南天神町・北天神町・泉平 38 塩尻小 学校 上塩尻 上塩尻・下塩尻・秋和

13 城下小学校 中 村 小牧・諏訪形・中村 39 中極田小 学校 中 !fy 保小野島 ・・下学本海郷南・・上東五小加fr:j • 下

14 第四中学校 中 村 三好町 ・御所・朝日が丘 40 塩田中学校 中 聖子 舞団 ・中野・ 五加

15 千 曲 高校 中之条 千曲町・中之条・下之条 41 西塩田小学校 手 塚 塚東前・山山田・西前山 ・新町・手

16 須川公会堂 須 )11 須川 42 東塩田小学校 石 神 柳奈沢良・石神中・鈴子下 ・平井寺尾 ・組・ 組

17 城 南高校 倉 升 倉升 ・神畑 43 別 所 小 学校 分 去 院八木内沢・大湯・分去・上手

18 川辺小 学校 上田原 上川辺田町原・築地・東築地 44 市塩田支所 中 野P 十人 ・上本郷

19 半過公民館 上半過 半過 45 下之郷公民館 下之郷 下之郷

20 旧市泉四 支所 福 回 福田 ・吉田 46 野倉公民館 町' 倉 野倉

21 上苛木集会場 上青木 上青木・梅が丘・桜台 47 川西中 学校 仁古 田 岡 ・仁古田

22 大屋公会堂 大 屋 大屋 48 浦里小 学校 浦 聖? 浦野 ・越戸 ・藤之木

23 神川小 学校 王山ヨ 下 下林青・木みす・黒ず坪台南・岩・下北 ・久保 49 小泉小学校 泉 小泉

24 [1¥1分寺史跡公園 国 分 上堀・下堀・国分・上沢 50 基幹集落センター 上室賀 上室賀

25 第五中学校 神 科新屋 聖富子竹士見・神台科新屋・伊勢山 51 室賀 小 学校 下室賀 下室賀

26 神科小学校 長 島 保金井・金・西剛寺野竹・長島・大久

災害発生時の飲料水供給場所一覧表

施 設 名 施 設 名 施 設 名

1 {言 州、| 大 学 11 西 品~ 校 21 神 科 学 校

2 東 品寸uー. 校 12 城 崎下 ふ寸Mー. 校 22 第 五 中 学 校

3 専 売 ~、 キ土 13 第 四 中 学 校 23 豊 殿 寸品i': 校

4 上 回 高 校 14 千 曲 高 校 24 )I[ 西 中 学 校

5 清 明 戸サu.ー 校 15 塩 尻 学 校 25 塩 回 中 学 校

6 第 中 学 校 16 )I[ 辺 学 校 26 東塩 回 小学校

7 染 谷 丘 高 校 17 域 南 高 校 27 西塩 回 学校

8 ~t 学 校 18 大 屋 駅 前 28 相染 閣 駐車 場

9 第 一一 中 み寸"-ー 校 19 上青木集 会場

10 市 民 体 育 A-g 20 国分寺史跡公園

家
族
全
員
で
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
三

月
十
五
日
側
ま
で
に
税
務
署

へ
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
期
限
間
近
に
な
る
と

窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
阜
自
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
、
は
じ
め
て
申
告
さ
れ
る
人
は

申
告
用
紙
を
税
務
署
か
市
役
所
市
民
税

課
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
や
農
業
と
給
与
所
得
で
申

告
す
る
人
は
、
市
役
所
市
民
税
謀
、
ま

えつ_$ 761号 (貯話語綴品)ー一一広報

定期監査の結果公表

761号、

小池 守

多 国 忠正

上田市民主査委員

同

昭和52年 8月26日から昭和52年12月20日までの問に行つ

た定期監査の結果について、次のとおり公表します。

@監査の内容

昭和51年度における財務に関する事務の執行、物品およ

同
和
教
育
担
当
の

ひ施設の管理などの状況。

保健予防課、保育課、社会教育課、体育課

備品台帳に登載も れ、重複記帳等が見うけられるので、

照合主主理を図られたい。

同和対策課福祉課、社会課、

2
、
親
な
ど
か
ら
必
要
の
つ
ど
受
け
た

生
活
費
や
教
育
費
。

3
、
社
交
上
の
香
典
や
贈
答
品
な
ど
で

常
識
的
な
範
囲
の
も
の
。

青
色
申
告
は
お
得
で
す

税
務
署
で
ご
相
談
を

青
色
申
告
も
三
月
十
五
日
同
ま
で
に

税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が

青
色
申
告
を
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
典

が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
署
の
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

ー
、
家
族
従
業
員
(
奥
さ
ん
や
子
供
き

ん
)
に
支
払
う
給
与
の
全
額
を
事
業

の
必
要
経
費
に
で
き
ま
す
。

nh
誕

T
意
書
守A
総
理
小
A
A
量
A
Y
A
a
e
e
φ
a
m

補助金等の交付申請書または実績報告書に添える関係書

課税標準の的確な調査、補そくに努め、均衡課税の徹底

を図られたい。 国保の資格喪失にともなう療養給付費等の

類ti、交付規則に定めるところにしたカ、い、また、これら

の記載事項に脱漏等のないよう審査にあたって特に意を用

国民年金課

返還促進につ とめられたい。

いられたい。

同をい

つつ
く 自
り党

事よ
業っ

王て
カず

先 同
頭 和
に教
立育
つ計

て 酒

次
が
「
従
業
員
の
意
志
」
で
、
こ
れ

を
と
り
ま
と
め
て
行
く
こ
と
、
教
育
キ

2
、
個
人
事
業
を
法
人

(会
社
)
と
み

な
し
、
会
社
の
社
長
と
同
様
に
庖
な

ど
か
ら
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

3
、
一
率
十
万
円
の
青
色
申
告
控
除
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

4
、
商
売
が
計
画
ど
お
り
行
か
な
く
な

っ
た
り
、
そ
の
年
の
収
支
が
赤
字
に

な

っ
た
場
合
は
、
翌
年
以
降
三
年
間

の
利
益
か
ら
順
次
繰
越
控
除
が
で
き

ま
す
。
そ
の
他
多
く
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

還
付
の
申
告
は
早
目
に

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

課

保育料の減免にあたり、算定の基礎および処理経過等に

ついては明確な記録整理につとめられたい。

た
は
出
張
受
付
会
場
(
広
報
う
え
だ
二

月
一
日
号
に
掲
載
)
で
申
告
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
は
、
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
一
年
間
に
、
六
十
万
円
以
上
の
財
産

を
個
人
か
ら
受
け
た
人
に
か
か
る
税
金

で
す
。親
な
ど
か
ら
財
産

(預
金
、
株
券
、

土
地
、
建
物
な
ど
)
の
贈
与
を
受
け
た

と
き
の
申
告
と
納
税
は
、
早
目
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
も
の
に
は
贈
与
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

ー
、
法
人
か
ら
譲
り
受
け
た
財
産
(
た

だ
し
、
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
)

育イ呆

福祉事業センター各事業所

事業委託契約書を整備することが望ましいと思われるの

で、検討さ れたい。

学校教育課、社会教育課、福祉課

申
告
も
、
早
目
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〈税
金
が
還
付
さ
れ
る
人
〉

ー
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
買
っ
た
人
。

2
、
病
気
な
ど
の
た
め
、
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
人
。

3
、
五
十
二
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年

末
調
整
の
し
て
い
な
い
人
。

4
、
予
定
納
税
の
あ
る
人
で
確
定
申
告

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
:
:
:
な
ど

で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
(
宮
@
一
二
三
四
)

子役の執行に係る起票および記帳について事務処理の厳

正を期されたい。

伝票会計においては個々の伝票がそのまま元帳として使

用され、しかも一覧性に欠けるので起票後の点検にはじゆ

っぷん意を用いられたい。

また、予算の適時適切な執行を図るため、支出月計表の

正確な記帳整理につとめられたい。

山本記念館

観覧者日計表は、 入場券と照合して正確に記録されたい。



同
円
dpo 

nt 

-
F

引一

「

問

6
」
(
図

7
)

一

将

来

の

完

地

計

州

に

ウ
い
て
は
、
係

一
組
織
を
作
る
計
両
が

「
あ
る
」
と
す
る

m
W
A
-
-
抗
は
、
き
わ
め
て
す
く
な
く
「
な
い
」

n
u
 

間
…
酬
と
与
え
た
企
業
の
っ
ち
「
無
関
心
層
」

抑
制
が
じ
問
%
を
占
的
「
経
済
的
理
由
に
よ

h
H
q
o
 

細
明
る
も
の
L

二
O
%
、
そ
の
他
」
八
%
で

-

し

た

。

一

こ

の

現

状

か

ら

、
い
っ
そ
う
同
和
教

だ
行
の
推
准
を
図
る
と
と
も
に
、
同
和
問

凶
の
一
止
し
い
卑
解
を
深
め
る
必
要
性
を

椛
認
し
ま
し
た
。

同
和
教
育
担
当
の

係
と
組
織
を
つ
く
ろ
う

えつ圃ー(7)一一一一昭和53年 2月16臼 広報

企
業
は
同
和
教
育
計
画
を

つ
く
ろ
う

「
問
七
」
(
図

8
)

同
和
教
育
を
行

っ
た
か
の
現
況
調
査

で
は
、
企
業
内
教
育
の
実
施
状
況
が
は

っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。

「
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
五
十
二
社

は
、
同
和
教
育
推
進
述
絡
協
議
会
が
行

っ
た
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
者
数
と
に

か
ょ
っ
た
数
値
を
示
し
ま
し
た
。

「
私
の
会
社
は
、
ま
っ
た
く
関
係
が

な
い
」
と
し
て
い
る
無
関
心
の
企
業
ほ

ど
差
別
が
起
き
て
い
ま
す
。

企
業
に
は
、
自
ら
の
責
任
で
あ
る
と

い
っ
自
覚
に
よ
勺
て
同
和
教
育
計
函

を
}
〈
り
、
事
業
主
う
光
頭
に

Z
っ
て

同
相
教
育
の
推
進
一
を
図
っ
て
行
く
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
c

寝
た
子
は
正
し
く
起
-
-
し

差
別
を
な
く
そ
う

「問

8
」
(
図

9
)

企
業
同
和
教
育
の
こ
れ
か
ら
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
欲
が
き
わ
め
て

低
い
こ
と
を
一
示
し
ま
し
た
。

計
画
の
な
い
企
業
の
う
ち
九
五
%
が

「
企
業
内
に
問
題
が
起
き
て
い
な
い
」

「
関
心
が
な
い
」
「
必
要
が
な
い
」
な

ど
の
無
関
心
層
で
し
た
。

こ
れ
で
は
、
差
別
の
温
存
に
つ
な
が

り
、
同
和
問
題
を
根
本
か
ら
解
決
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
ほ
う
っ
て
お

い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
差
別
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。
寝
た
子
は
正
し
く
起

こ
し
て
、
差
別
を
な
く
す
同
和
教
育
を

行
う
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

差
別
を
受
け
る

身
に
な
っ
て
み
よ
う

「問

9
」

(
図
川
)

同
和
教
育
を
行
う
う
え
で
も
っ
と
も

困
難
な
も
の
は
「
時
間
」
で
「
時
聞
の

や
り
く
り
が
つ
か
な
い
」
企
業
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

次
か
寸
従
業
員
の
意
志
」
で
、
こ
れ

を
と
り
ま
と
め
て
行
く
こ
と
、
教
育
ゆ

す
る
こ
と
に
よ
る
違
和
感
の
発
生
を
お

そ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
指
導
者
、
講
師
、
教
育

資
料
の
拡
充
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。

合
問
削
μ

同
和
研
修
会
に

す
す
ん
で

参
加
し
よ
う

「
閉
山
」

(
図
什
)

研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
の
実
態
調
査

で
は
、
参
加
し
た
企
業
が
参
加
し
な
い

企
業
よ
り
や
や
多
い
数
値
を
示
し
ま
し

た。

「
全
企
業
」
と
「
従
業
員
二
十
人
以

上
の
企
業
」
と
を
比
較
す
る
と
、
参
加

し
た
企
業
は
「
従
業
員
二
十
人
以
上
の

企
業
」
が

一
四
%
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
小
規
模
企
業
の
参

加
を
配
慮
し
た
研
修
会
を
進
め
る
必
要

問5.あなたの企業に同和教
育を担当する係や組織
がありますか

問6.現在同和教育担当の係や
組織がない場合、将来つ
くる計画がありますか

問7.企業で同和教育を計画
的に行ったことがあり
ますか

(図(図8 ) (図
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た
が
、

こ
れ
ら
の
地
設
は
近
年
新
設
さ

れ
た
地
設
が
多
い
の
で
、
今
後
の
利
用

活
動
か
期
待
で
き
ま
す
。

利
用
純
別
で
も

っ
と
も
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、
教
育
資
料
で
、
映
両

ス
ラ
イ
ド
、
図
主
で
し
た
。
次
に
会
場

指
導
者
、

成
師
で
す

しか
、
い
ず
れ
も
一
史

に
充
実
山
予
備
を
凶
リ
、
企
業
が
利
用
し

や
す
く
す
る
必
要
性
が
わ
か
り
ま
し
た
。

掛川
カ
わ
か
り
ま
し
た

同
和
教
育
関
係
施
設
を

活
用
し
よ
う

「
聞
け

」

(
園
児
)

川
和
教訓
け
関
係
地
設
な
ど
の

利
用
状

侃
で
は
、
そ
の
利
用
度
が
わ
か

り
ま
し

え

大きなりっぱな施設があります

つ_~ 761号 (紋溢観音耳)一一一広報

問8.現在、同和教育を行って
いない場合、将来実施す
る計画がありますか

(図 9) 

場
あ
難
)

う
が
園
川

行
画
に
図

を
計
点
(

育
う
な

教
行
ん
か

和
は
ど
す

同
た

、ま

、ま
合
り

在
、
場
あ

現
合
る
が

号

女

れ

手

善

か

に

事.

同
措和
置対
法策
を事
強業
し化特
よ延別
う長

「
聞
は
」
(
図
は

)

同
和
対
策
事
業
特
別
情
商
法
の

期
限

に
つ
い
て
で
は
期
限
延
長
を
望
む
声
が
望

ま
な
い
も
の
よ
り
わ
ず
か
に
多
い
数
値

を
ポ
し
ま
し
た
が
「
わ
か
ら
な
い
」
「
ど

ち
ら
で
も
よ
い
」
と
の
声
が
、

四
四
%

に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
無
関
心
の
企
業
と
、
望
ま
な
い

企
業
の
二
七
%
に
「
い
か
に
同
和
教
育
が

必
要
で
あ
る
か
」
を
埋
解
し
て
も
ら
っ

た
め
、

同
和
教
育
の
い

っ
そ
つ
の
推
進

を
図
る
必
要
性
が
わ
か
り
ま
し
た
。

と
田
市
議
会
で
は
、
す
で
に
こ
の
法

律
の
強
化
延
長
を
議
決
し
、
国
へ
要
望

し
ま
し
た
。

十
日
ま
で
に
、
文
書
で
固
定
資
産
評
価

問12.同和対策事業特別措置法
が来年で期限が切れます
法の改善強化延長がさけ
ばれていますがこれを望
みますか
(図

を
ま
)

等
り
ほ

設
あ
図

施
が
(

聞
と
機
二
育
た
教
し
和
用
か

同
利
す

司
E
J:
 

Bz' 
問10.地域で行われた同和研修
会などに事業主または担
当者が参加したことがあ
りま すか (図 11 ) 

13) 

た
だ
し
、
公
務
員
、
公
共
企
業
体
の
職

利

用

種

別

¥ 
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島知もせ

2月3日別所温泉の北向観音で恒例

;の豆まきが行われ約2千人の善男善女

;でにぎわいました。(写真は、まかれ

:る福袋などを手にしようと、懸命に手

jを差し出す善男善女)

自
分
の
土
地
建
物
の

課
税
台
帳
を
見
て
お
こ
う

〈
三
月
一
日
制
か
ら
三
月
二
十
日
開
ま
で
〉

え一}

五
十
三
年
度
固
定
資
産
税
の
課
税
の

基
礎
に
な
る
評
価
額
が
き
ま
り
ま
し
た

の
で
、
課
税
台
帳
を
納
税
者
め
皆
さ
ん
に

次
に
よ
り
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

去、ぃ
。

〈
縦
覧
で
き
る
台
帳
〉

土
地
課
税
台
帳
、
土
地
補
充
課
税
台

帳
、
家
屋
課
税
台
帳
、
家
屋
補
充
課
税

台
帳
、
償
却
資
産
課
税
台
帳
。

〈
縦
覧
期
間
・
時
間
〉

三
月
一
日
制
か
ら
三
月
二
十
日
仰
の

問
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で

日
曜
、
祝
日
は
休
み
ま
す
。

〈
縦
覧
場
所
・
お
問
合
せ
〉

市
役
所
一
階
資
産
税
課
(
宮
@
四
一

ーベ9、ーー一一昭和53年 2月16日 広報

0
0
内
線
二
三
六
・
二
三
七
有
線
②

O

六
八
一
)

〈
決
定
評
価
額
〉

五
十
三
年
度
は
、
す
え
置
き
年
度
で

す
の
で
、
五
十
二
年
中
に
、
土
地
の
地

目
変
換
や
家
屋
の
改
築
、
損
壊
な
ど
が

な
い
場
合
は
、
昨
年
の
決
定
額
で
す
が

地
自
の
変
換
や
改
築
、
損
壊
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
、
新
し
い

価
格
が
決
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
評
価
額
を
ご
覧
に
な

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
審
査
の
申
出
〉

地
自

の
変
換
や
家
屋
の
新
築
、
増
築

な
ど
の
た
め
、
評
価
替
や
新
し
く
価
格

の
決
定
が
あ
っ
た
も
の
で
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
の

っ
た
こ
と
が
ら
に
不
服

の
あ
る
人
は
、
三
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
日
ま
で
に
、
文
書
で
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
審
査
の
申
出
は
、
三
月
三
十
日

ま
で
に
限
ら
れ
、
そ
の
後
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

〈
税
負
担
の
調
整
〉

五
十
一
年
度
か
ら
、
土
地
の
固
定
資

産
税
は
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
一

定
の
負
担
調
整
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま

す。。
比
一
奇
心
ー

μ

滋
0

・一巡
淀
川
淵
流
で
す
か
ん
ケ

以

eo--
パ
〆
一期続
・8
ぱ
一
早
目
じ
一
ev--一ベ

児
童
手
当
は
、
請
求
す
る
こ
と
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当

す
る
人
は
、
次
に
よ
り
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
資
格
〉

1
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前

(
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
)
の
児
重
で
あ
る

こ
と
。

2
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
(
例
え
ば

扶
養
親
族
五
人
の
場
合
、
三
百
二
十

六
万
六
千
円
以
下
)
に
満
た
な
い
こ

》」。

〈
手
続
き
方
法
〉

該
当
す
る
人
は
、
市
役
所
一
階
福
祉

事
務
所
社
会
課
(
窓
口
十
番
)
か
各
支

所
へ
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
預
金
通

帳
を
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
公
務
員
、
公
共
企
業
体
の
職

員
は
、
勤
務
先
き
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
出
生
順
に

か
ぞ
え
て
、
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月
額
五

千
円
。
〈
支
給
方
法
〉

六
月
、
十
月
、
二
月
の
三
固
に
分
け

て
四
か
月
分
づ
つ
ま
と
め
て
受
給
者
の

普
通
預
金
口
座

(
郵
便
貯
金
を
除
く
)

に
振
り
込
み
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

住
所
を
変
え
た
と
き
、
家
族
内
に
異

動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

社
会
課
社
会
係
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

二

一
一
月
十
五
日
に
二
月
介
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
四
、
五
日
し
て
か
ら
口
座

を
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い

。

53年度

市育英会奨学生願書の受付
< 2月28日(火)までお早目に〉
市育英会の奨学生め願書受付は、

2月28日(刈までですので、奨学資金

をご希望の皆さんは、市役所4階学

校教育謀育英会事務局で手続きして

くださし、。 (ft@4100内線545・546

有線②0861)

三
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

会場 上回市健機センター
福田支所 川西社会枯

2階金品主 祉セノ7 会場 健上康田市センター
対象児14 か月児 I9 カ 月児 14'9カ月押 149カ円児
t孟坑*郎
川辺市古1，川 ill 南部 対象地区

対象泉田中央 lR 国中央
地区神川北部 神 111I ~t im 1;';'回全区川西全区

神科西部 神科西部
対象児

~殿峻下 盟量2 岐下 50年 2月生

対車リE 実施日

実地日 5Z1 年1月生 52.年6月生 52年61 月1生月 52.年61月1生月

3月 8日 158 1日 I22日
3 月

28日 114日

3歳児検診日程表乳児検診日程表

補
聴
器
の
相
談
会
開
く

三
月
三
日
樹
午
前
十
時
か
ら
市
役

所
」
ハ
階
大
会
議
室
で
、
印
鑑
・
身
障

者
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。



失絡会場 時 N 象 I也 区 ~ ~血時r.IJ

雨天神町、北大判町、松尾町、騰lげ'Bff.本町、ねム町、大T岨I 午後l時30分-2時
市9船-長セン 償町、梅野町、原町、袋町、馬場町、岡町、)LI.粗町 11 2時ー 2時30分

一 2 J 3 
木町、北大手、下紺屋町、鎌服、西脇、新問、A訪郎、サ塚 11 2時30分-3時

下11"木、 ti'f木 11 1時30分-2時

下'.仏忌l'f木公会 月月 梅が丘、みすず台南 11 2時ー 2時30分

一281 2 
久保林、みすず台北 11 2時30分-3時

川辺町、合升、束築地 11 1時30分-2時

川辺町会館
日日 上田原、築地、下之条 11 2時-2時3o;t
悩回、吉岡、仲畑 11 2時30分-3時

下本郷、五1J目、上本郷、平井寺、査が了 11 1 U寺3初子-2時

康福セ田母ン子タ健ー 中野、上小，~:;、下小J:.~ 、 j!.j\野、学海 11 2時一 2時30分

舞問、八木沢、来五加、石神、柳沢、下之郷
11 2 時時3300分分~~ 32 時時

上常国、中常問
堂jt常国公会 泉町、路入、材木町 11 2時-2U寺30分 l

下常国、北?吉田 11 2 U寺3o;}-3U寺
3 J 3 
秋手口 11 1 時30分-2時

吉正尻公会 月月 下極尻 11 2時-2時30分

上海尻 11 2時30分-3時
1 I 3 
tt竹、西野竹、金井、大久保、長島 11 1時3o;}-2時

上民野館が丘公 日日 畑山、伊勢山、染屋、蛇沢、金問。寺、富士見台 11 2時-2時30分

神科新屋、笹井、岩門、山口 11 2時30分-3時

下属、上堀、国分 11 1時30分-2時

号協神川支 黒坪、大屋 11 2時-2時30分

岩下、上沢 11 2時30分-3時

上川原柳町、下川原柳町、愛宕町 11 1時30分 2時

盟問問会 上鍛治町、鍛j台町 11 2時-2時3初子

3 I 3 上房山、下房山、柳町 11 2U干30分-3時

月月
森、大臼木、長入、向之と、小井問 11 1時30分-2U寺

森公l¥:館 下郷、岩消水、矢沢、赤坂、 i嘉戸 11 2時-2時30分

7 I 9 |一H中卸吉所田、中、一町吉田、桜台、下吉田、林之郷 11 2時30分-3時

日日
之条、千曲町 11 1時30分 2時

三師町会館 小牧、諏訪形、 m川、朝日が丘 11 2時-2時30分

コ好町、半jfi!J 11 2時30分-3時

十人、東前山、西前山 11 1時30分 2時

t康孟セ凹舟ンタf健ー 手塚、塩田新町、山田、聖H'r 11 2時-2時30分

上手、院内、大湯、分去 11 2時30分-3時

3 I 3 
新問、上紺屋町 11 1時30分 2時

新田区民会 緑が丘、新屋、緑が丘北 11 2時-2時30分
月月 緑が丘西、城北、常磐町 11 "2時30分-3時

8 1 10 仁古田、浦野、岡 11 1時30分-2時

祉川商セ社ノ会タ総ー 日 日 下室賀、上室賀、小泉 11 2時-2時30分

飽戸、藤之ヰ三 11 2時30分-3時

だ 昭和53年 2月16日一一一一(10)ー

五
十
二
年
度
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B
C
G
接
種
を
左
表
に
よ
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
確
認
の

う
え
左
表
の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ

〈
対
象
者
v

四
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
五
十
二
年

九
月
三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
一
回
も
受
け

て
い
な
い
人
と
、
同
反
応
検
査
の
結
果

えつ

BCG接種目程表

戸第 761号 (貯蹴耕一一広報

ツベルタリン反応検査、

が
陰
性
と
判
定
さ
れ
て
い
る
が
、

B

C

G
接
種
を
し
て
い
な
い
人
。

〈
B
C
G
接
種
〉

今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の

判
定
で
陰
性
と
さ
れ
た
人
。

〈
注
意
す
る
こ
と
〉

ー
、
二
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
)
を
三
月
十
六

日
附
、
十
七
日
闘

の
予
備
日
に
受
け
る
子
供
さ
ん
は
、

今
固
め
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

2
、
今
回
は
、
対
象
者
へ
の
個
人
通
知

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
問
診
票
は
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
日
に
会
場

で
お
波
し
し
ま
す
。
子
供
さ
ん
の
体

温
は
必
ず
計
る
と
と
も
に
健
康
状
態

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
の
う
え
、
母
子

手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

3
、
対
象
年
齢
は
、
満
四
歳
未
満
ま
で

で
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

4
、
会
場
の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
地

区
ご
と
に
時
間
を
分
け
て
あ
り
ま
す

の
で
日
程
表
を
こ
覧
の
う
、
え
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
(
宮
@
三
五

五
)

上
回
営
林
署
は
、
次
に
よ
り
土
地
付

き
建
物
を
公
売
し
ま
す
。

〈公
売
物
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灯油プロパン情報協力庖価格
( 2月20日以降)

品 名下i!ド2一王0v0。Z |i|位配配眉判達達オ|安1(:{lignii i 値 高 値

円円) ( 66 88 04 円円) 

灯油 円円) (770300円円)

7，400 
| | l 円円) I (7，600 円円) 

プロパン l| 5 ms l，700円円 1，750l:.) 
I (1 ， 700fIJ ) I (1. 750円)

( )内は前月の価格です。

。各会場とも受付は、午後2時45分までて寸。

健康講座を開催

市民会館

医師会では次により「健康講座」を聞きますので

ところー上田市民会館

内

講師一長野県医師会長花岡堅而さん

忠政さん

「高血圧、動脈硬化の仕組とその予防」

容=健康相談(午後 1時30分 -2時30分)

健康講座(午後 2時30分 -4時30分)

健康について何でもご相談ください。

担当上田市医師会員

き=2月28日ω午後 1時30分 -4時30分

「更年期を若く美しく」

講師一信州大学医学部名誉教授

戸塚

市民の皆さん大勢ご参加ください。

2月28日(火)

と

日
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